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   The efficacy and safety of  YM617, a new al-blocker, were evaluated in 121 patients with urinary 
obstruction of the lower urinary tract in the long-term administration study for 1 year. A total 
of 121 patients, i.e., I11 with benign prostatic hypertrophy (BPH), 6 with bladder neck sclerosis 
(BNS), 3 with BPH with BNS and 1 with female urinary obstruction, were orally administered 0.1 
to 0.4 mg of YM617 once daily. Patients showing improvement of patient's impression and of 
subjective symptoms judged by the physician were increased until the 16th to 20th week, and 
it had been maintained there after. Objective findings were improved to a constant level after the 
4th week. Patient's impression and subjective symptoms were improved in a certain dose-response 
relationship Side effects were observed in 3 patients but none were serious. YM617 proved to 
be useful in the treatment of patients with urinary obstruction of the lower urinary tract like BPH 
because it maintained the efficacy and safety in the long-term administration. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 37: 421-429, 1991)































尿線の中断,終末時滴下,尿 線の狭小化 と勢い の低






頻尿,前立腺癌 膀胱結石,高 度な膀胱憩室,尿 路感
染症その他排尿に影響をおよぼすと思われる合併症,




































































0=た まに遅れ る 〔5回に1回(1!2)以下〕
1=時々遅れる(1/5-1/2)
2`しば しば遅れる(v2以上,た だ し"いつ も"
ではない。1分 以内で出る)
3=いつ も遅れ る(出るまで1分 以上かか る)
e)尿 線の中断
0=た まに中断す る 〔5回に1回(1/5)以下〕
i=時々中断す る(1!5-1/2)
2=し ば しば中断する(1/2以上,た だ し"いつも"





2:し ば しば滴下する(1!2以上,た だ し"いつ も"
ではない)
3:い つも滴下する(1分以 上滴下する,ま たは
衣服がぬれる)
g)尿 線の狭小化 と勢いの低 下
0:症状な し
1:勢 いがな く,尿線 も細 い
2=ほ とん どの場合尿線 は狭小化 し,勢 いも低下
している












2:しば しば 〔2回に1回(1/2)以上〕感 じる




FDAの ガイ ドライン2)に準 じて,昼 間排尿回数,
夜間排尿回数,尿 意切迫感,排 尿開始の遅延,尿 線
の中断,終 末時滴下,尿 線の狭小化と勢いの低下,排


































て患者自身に,と ても良 くなった(著 明改善),良 く
なった(中等度改善),やや良 くなった(軽度改善),





と比較して,著 明改善,中 等度改善,軽 度改善,不
変,悪 化の5段 階で判定した.
② 他覚所見改善度
尿流動態(最 大尿流率,平均尿流率,残 尿量)の 変
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Fig・3・排 尿 娼:,最大 尿 流 率,平 均 尿 流 率 お よび 残 尿 量 の推 移(平 均 ±S.D.)























































































































善 度 の 推 移
428 泌尿紀要37巻4号1991年
Table3.全 般 改 善 度
著 明 中等度 軽 度 判 定 中等度 軽度改善
不 変 悪 化 合 計改 善 改
善 改 善 不 能 改善以上 以 上




Table4.概 括 安 全 度
安全性 に 安全性 に 安全性に 安全性に
ほぼ やや かな り










きわめて や や 有 用 むしろ 判 定 有
有 用 合 計有
用 有 用 でない 有 害 不 能 以
用 やや有用
上 以 上
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